
 

個別支援学級 (わかば級・のぞみ級) 生活単元学習指導案 

 

１．単元名  「わくフェスで個学のお店をひらこう」(生活単元２５時間) 

 

２．単元目標 

・身近にあるものを使って、様々なものづくりを楽しむことができる。 

・個学の店で売るものを作ったり、売るための活動に参加したりすることができる。 

・店で売る活動を通して、お客さんとのコミュニケーションのとり方を考えることができる。 

 

３．「ひびきあう三の丸の子どもたち」をめざすための指導の工夫 

研究課題・・・子どもが解決したい問題をもち、友だちとひびき合いながら学習する子どもの育成 

手立て・・・・子どもの思いや願いの育ちを見とった単元構想と授業づくり 

個別支援学級ブロックテーマ 

「感じる心・気持ちを伝える自分」 

 

４．児童の実態 

【個別支援学級（個学）の子どもたち】 

 個別支援学級は、合計３８名の児童が在籍する。学年や生活経験、発達の段階が大きく異なるため、普段は

個別の学習が中心となっているが、同じ場でできるだけ共に学ぶ交流学習を積極的に行い、日頃から交流学級

の学習に参加している児童も多い。一人ひとり個別の時間割を組んで、個学での個別の学習や交流の学習を行

っている。 

今年度は、４月から週に１、２回程度、体育で個学全体の合同学習を行っている。運動会の前には、それぞ

れの種目に分かれて練習を行った。また、それ以外の時期には、サーキット運動やマット運動、水遊び、ボー

ル運動などを行ってきた。どの活動においても、児童が自分にできる身体の動かし方や自分に合った活動の場

を選択できるよう、学習環境を設定してきた。それにより、児童は各々に自分ができることとできないことを

前向きに受け入れながら体を動かすことができている。また、自分や友だちのできることを認め、できないこ

とは応援したり励ましたりする態度が身に付きつつある。 

個学の畑で育てた野菜を使った調理実習では、上級生の児童が食材を切るなど下ごしらえをして、下級生の

ために快く働くなど、上級生としての自覚が育っている。一方で、下級生が自分のペースで活動しているのを

見て、「早くしろ。」などと自分本位な言葉を掛けてしまう児童もいる。そのような児童には、よいところに目

を向けるよう声を掛け、温かく見守る姿勢を育てているところである。 

平塚総合公園での校外学習では、個学の児童が各々に好きな遊具で遊んだり、動物と触れ合ったりする中で

クラスや学年に関係なく、近くにいる友だちと自然に会話が生まれた。それをきっかけに、休み時間に、別の

個学の教室へ遊びに行く児童も増えてきた。 

 

５．単元と指導 

【単元について】 

 本単元は、単元構想にあるように第一次「生き物や植物の成長に触れ、育てる喜びを感じよう」・第二次「も

のづくりの楽しさを味わおう」、第三次「ものづくりの経験をいかして、お店の準備をしよう」の３部構成にな

っている。しかし、内容が多岐にわたるので、本指導案では主に第三次のお店の準備に焦点をあてることにす

る。 



子どもたち自ら店を開く体験を通して、生活をする中で必要になる自立的な生活をするための基礎能力とと

もに、人との関わり方を身につけることを学習のねらいとしている。自立的な生活をするための基礎能力と

は、買い物の手順を知り、目的に合う買い物ができるようにすること、買い物をしたら代金を支払うことにつ

いて自分で考えて行動することである。ここでの「人との関わり方」とは、買い物に必要な言葉を話すことを

指す。 

本時は、客役と店員役をローテーションでしながら演じてみる活動を行う。客役では、商品を選択し、金額

を聞き、合計金額の支払いをし、おつりと商品を受け取る。店員役では、「いらっしゃいませ。」「ありがとうご

ざいました。」などの言葉だけでなく、笑顔で接客すること、相手意識を持って、伝わる声の大きさで話すこと

を指導していく。またお客さんが気持ちよく買い物ができるような礼儀、仕事のマナーについての関心も促す

ことも期待できる。 

 

【指導について】 

本年度、個学は合計３８名の全７クラスになり、１年生から６年生まで実態も様々な子どもたちなので、この

単元での取り組みは、個々の段階によって違った内容になると予想される。そこで、経験が多い子どもたちや教

師のサポート無しで行える子どもたちは、自分たちで調べたり、サポートが必要な子たちに自分が身に着けた技

能を伝えたりする活動が展開されるように指導したい。例えば、児童が販売のコツを考えたり下級生のサポート

をしたりする。販売を通じてコミュニケーションを楽しんだりしながら、作品ではなく商品であることや、販売

をするということについての知識をつけていきたい。自力での製作が難しい児童へは、自分が作りたいものを選

んだり、サポートを受けながら作ったりする活動を通じてものづくりやみんなで一緒に活動するということを経

験する機会をつくる。 

また、児童の実態により、言葉だけでは理解が難しい子もいるので、イラスト入りのカードやクラスごとのお

店屋さん体験によって楽しく関われるように指導していく。 

これまでの学習で、自分たちが持ち帰るために石鹼やアイロンビーズを作ったり、図工などで作品として工作

をしたりしている経験がある。今回は、売るための商品をみんなで作り、みんなで販売をするということをねら

いにしている。その中で自分たちが作れるものの確認やお客さんに買ってもらうための工夫をしたり、販売をす

るときに必要なことなどをシミュレーションしたりしながら学んでいかれるようにする。さらに、「いらっしゃ

いませ」「ありがとうございました」などの販売時に使う言葉が自然と言えるように指導していく。 

 更に、幅広い実態の中で、一人一人の役割を考えながら、個々の実態に応じてどこまで支援して活動できるか

をしっかりと考え、指導者と支援者で連携をとって支援していきたい。 

自分が作ったものを商品として売ることを意識して制作活動ができることをねらうため、販売用に同じ規格の

ものを大量生産したり、販売のためのお店屋さんの練習をしたりしていく。それにより、後半の活動では、お客

さんを意識しながら作ったり、丁寧に効率よく作るための工夫をしたりしていくことを期待している。困ってい

る友だちに言葉をかけたり、商品を見比べたり、販売体験を通じて関わり合ったりする姿を期待して、よりよい

お店にする為にアイディアを出し合い協力しようとする姿を個学の児童のひびき合いの姿としたい。 



５ 単元構想 

個学 生活単元学習 単元名「わくフェスで個学のお店をひらこう」  

第
一
次 

生
き
物
や
植
物
の
成
長
に
触
れ
、
育
て
る
喜
び
を
感
じ
よ
う 



 



６ 本時について 

 

７ 実践を終えて 

＜成果＞ 

 ・単元構想全体を通して、意欲的な学びになっていた。様々な教科の学びに結びついていく内容だった。 

 ・お店で相手と関わるための挨拶の練習などは、教師が手本を見せたり、言葉を書いて視覚的に分かるように

工夫したりしたことで児童にとって分かりやすく、練習がしやすかった。 

・売る側、買う側、両方の立場を経験することで、相手意識がもてた。 

・上手な子が手本になって下学年が真似をすることができ、児童同士のひびき合いの姿が見られた。 

・フェスティバルの本番に向けて、接客の仕方を繰り返し練習したことで、徐々に良い方向に改善していき、

達成感も得られた。 

＜課題＞ 

 ・児童の人数に対して、活動する場所（机）が狭く、もう少し広くするなど、活動しやすい環境づくりが必要

であった。また、お客さん役の児童の人数を減らすことで、活動しやすくなる。 

 ・１時間の中で、Ｔ１の担当がずっと同じ教師だったため、他の教師と分担するなど、複数いる教師の役割分

担をより明確にすると良かった。 

＜個学としてのひびき合いの姿について＞ 

・児童の中には大人数の場面が苦手な子もいるため、あの場で意見が言えなかった子に対しては、教室に戻っ

てから意見を聞き、その後教師が他の児童に伝えるなどの工夫ができる。 

・言葉で共感の意思を表現できない児童は、拍手などでもひびき合うことができる。 


